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序　　文

　2011 年度における科学委員会の主な活動をまとめると、以下のようになる。

１．種目別サポート活動など

　競技会を対象としたバイオメカニクス研究活動をアジア選手権、IAAF グラン

プリ、日本選手権、など８つの競技会において行い、競技会終了後、各種目担

当の強化委員と連携して、選手へのフィードバックを行なった。また、国立ス

ポーツ科学センターや強化合宿時の体力や技術測定及びデータフィードバック

を行った。

２．ジュニア選手に関する活動

　岩手インターハイにおいてこれまでと同様に VTR 撮影、タイム分析及び入賞

者を対象とした障害や栄養に関するアンケート調査を実施した（本連盟科学委

員会の HP に活動報告書を掲載）。また、ジュニア研修合宿において体力測定、

情報提供等を行った。

３．テグ世界選手権大会に関する活動

　韓国テグ市で開催された第 11 回世界選手権大会において、科学委員会から 6

名の委員と協力班員を派遣し、韓国と合同でのバイオメカニクス研究プロジェ

クトを実施し、データをフィードバックした。本連盟科学委員会 HP に活動報

告が掲載されている（英文のみ）。本報告書にも世界陸上に関連した報告書が

数編掲載されている。

４．体力ワーキンググループ

　2011 年度から科学委員会において、フィットネスチェックを有効活用するた

めに体力ワーキンググループを設置した。今後は、国際競技会へ向けたコンディ

ショニングに役立つ情報提供、強化選手のトレーニングに役立つ体力評価検討

等の活動を更に充実させる予定である。女子マラソンのコンディショニングに

関する取り組みの一部が本報告書に掲載されている。

　2011 年度は、阿江通良前科学委員長のもと、強化委員会とより密接に連携し

た活動を精力的に実施し、より個別的で即時的なデータ収集とフィードバック

に重点を置いた活動を実施することができた。本報告書では 14 編の報告書が

掲載されているが、さらに資料性の高いより充実した情報発信の媒体となるよ

う努めたい。今後も、これまでの流れを踏まえながら選手強化のサポート活動

をはじめとする様々な取り組みが有益なものとなるよう委員会活動を充実、発

展させていく予定である。

　最後になりましたが、科学委員会の活動に多大なご協力をいただいた関係各

位に深く感謝申し上げる次第です。

科学委員長

杉田正明
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